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マイクロスコープとＣＴが保険適応になるという新しい局面を迎え、もはや

特別なものでなくなったマイクロスコープ。しかし現実問題として、これを一

般的な日常臨床にどう溶け込ませればいいのか、悩んでいる臨床家は多いので

はないだろうか。 

演者は、2008年以来すべての治療をマイクロスコープのもとに行っており、
その経験を基にして、（１）マイクロスコープを全ての治療において駆使する

ための心構え、（２）術者・患者のポジショニング、（３）マイクロスコープ

機種選択、オプション選択の重要性、につき実機を用いて詳説する。 

全てのドクター、全てのスタッフが、全ての患者の、全ての治療の局面でマ

イクロスコープを活用する、それが日本の歯科の未来を明るくする、ひいては

日本国民の福祉の向上につながる、今回のセミナーがその第一歩になる事がで

きればと願っている。 

 


